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り，肺実質である肺炎巣や無気肺への血流は肺動脈より

供給されている．肺動脈狭窄を伴う例では，患側の支配

領域の肺実質へのRIの分布は早期像では悪く，後期像

で相対的に集積が増していた．そのため，肺癌も201Tl

の集積は高くwashoutも不良ではあるが，肺実質の密

度の高い無気肺部との鑑別は後期像で不明瞭となる症例

があった．また201Tl　SPECTで検出できる腫瘤にはサ

イズ的に限界があり，小病変の場合検出不能で二次変化

との鑑別は困難であると思われる．

9．縦隔腫瘍の201Tlシンチ
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　201T1は種々の腫瘍に高い集積を示すことが知られて

いるが，近年SPECT装置との組み合わせにより感度が

向上し，体内深部の小さな腫瘍の描出も可能となり，広

い領域で検討されている．今回われわれは種々の縦隔腫

瘍においてその有用性を検討した．

　外科的に摘出され病理診断のついている原発性の縦隔

腫瘍10例（胸腺腫2例，悪性胸腺腫2例，胸腺癌1例，

奇形腫2例，神経鞘腫2例，気管支嚢胞1例）を対象

として，201TIC1を148～222　MBq静注し，15分後の

early　imageと2時間後のdelay　imageをSPECTで撮

像した．集積のあった例では，病巣部と心筋との1ボク

セルあたりのカウント比を集積度として求めた．また

CTでの造影効果との対比も行った．

　その結果，悪性疾患に対する201Tlの集積はearly，

delayともにsensitivity　100％（3／3），　accuracy　80％

（8／10）と高率であった．良性の胸腺腫と奇形腫にも1例

ずつ集積がみられたが，delay　imageでの集積度で悪性

疾患が全例0．5以上であったのに対し，これら良性疾患

では0．5未満であった．神経鞘腫や気管支嚢胞には

201T1の集積はみられた例はなかった．またearly　image

において集積のみられた症例は，全例CTにおける造影

効果も高かったが，集積の程度とは関係なかった．

　以上の検討から，20iTl　SPECTは原発性縦隔腫瘍に

おいて，疾患および良悪性の鑑別の補助診断として有用

であることが示唆された．今後解像度のすぐれた

SPECT装置の使用や他のRIとの組み合わせなどによ

り，さらに有用性が期待できると思われる．

10・201TIシンチdelayed　scanで描出された縦隔セミ

　　ノーマの1例
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　201T1シンチearly　scan（静注後10分）では集積なく，

delayed　scan（静注後3時間）でのみ異常集積を認めた縦

隔seminomaを経験したので報告した．症例は22歳，

男性．自覚症状はなく健康診断の胸部X線写真で異常

陰影を指摘され，X線CTにて前縦隔腫瘤と診断．血液

生化学検査では，HCGが40　mlU／mlとやや高値を示

す以外，AFP，　CEA，その他に異常は見られなかった．

Tlシンチearly　scanでは腫瘤部に異常集積は認められ

なかった．delayed　scanにて，腫瘤に一致する胸部正中

右側寄りに心筋と同程度の明瞭な異常集積を認めた．

Gaシンチでも，　Tlシンチdelayed　scanの異常集積と

同部位に，肝よりやや淡い異常集積を認めた．胸腺腫瘍

の診断のもとに，拡大胸腺摘出術が施行された．腫瘍は

肺，心膜の一部と癒着していたため，合併切除された．

病理組織診断はsyncytiotrophoblastic　cellを認めない

typical　seminomaであった．

　Tlの腫瘍への集積機序の1つとして腫瘍への血流量

との関係が言われ，early　scanで異常集積として認めら

れることが多い．しかし，本症例のようにearly　scanで

全く異常として検出されず，delayed　scanで初めて腫瘍

に一致する明瞭な異常集積の出現する例が見られたこと

より，経時的にTlの腫i瘍への集積が増加する可能性が

示され，Tlシンチはdelayed　scanもルーチンに施行す

る必要があると思われた．
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